
令和５年度年間指導計画・評価計画（保健体育）         福生第二中学校 第１学年 

月 
単元・題材名 

（時数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

４ 

５ 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技（８） 

・短距離走・リレー 

・ハードル走 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記録の向上や競

争の楽しさや喜び

を味わい、技術の

名称や行い方など

を理解し、基本的

な動きや効率のよ

い動きを身に付け

ることができるよ

うにする。 

・動きなどの自己

の課題を発見し、

合理的な解決に向

けて運動の取り組

み方を工夫すると

ともに、自己の考

えたことを他者に

伝えることができ

るようにする。 

・陸上競技の学習

に積極的に取り組

み、ルールやマナ

ーを守ることや一

人一人の違いに応

じた課題や挑戦を

認めることなどに

意欲をもち、健康

や安全に気を配る

ことができるよう

にする。 

【知識】 

・陸上競技の特性や

成り立ち、技の名称

や行い方、その運動

に関連して高まる

体力などについて

理解している。 

【技能】 

<短距離走・リレー> 

・滑らかな動きで速

く走ることやバト

ンの受渡しでタイ

ミングを合わせる

ことができる。 

<ハードル走> 

・リズミカルな走り

から滑らかにハー

ドルを越すことが

できる。 

・動きなどの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて

運動の取り組み方

を工夫するととも

に、自己の考えたこ

とを他者に伝えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・陸上競技に積極的

に取り組むととも

に、勝敗などを認

め、ルールやマナー

を守ろうとするこ

と、分担した役割を

果たそうとするこ

と、一人一人の違い

に応じた課題や挑

戦を認めようとす

ることなどをした

り、健康・安全に気

を配ったりしてい

る。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動（８） 

・マット運動 

・技ができる楽し

さや喜びを味わ

い、器械運動の特

性や成り立ち、技

の名称や行い方、

その運動に関連し

て高まる体力など

を理解するととも

に、技がよりよく

できるようにす

る。 

・技などの自己の

課題を発見し、合

理的な解決に向け

て運動の取り組み

方を工夫するとと

もに、自己の考え

たことを他者に伝

えることができる

ようにする。 

・器械運動の学習

に積極的に取り組

み、よい演技を認

めることや一人一

人の違いに応じた

課題や挑戦を認め

ることなどに意欲

をもち、健康や安

全に気を配ること

ができるようにす

る。 

 

【知識】 

・器械運動の特性や

成り立ち、技の名称

や行い方、その運動

に関連して高まる

体力などについて

理解している。 

【技能】 

<マット運動> 

・回転系や巧技系の

基本的な技を滑ら

かに行うこと、条件

を変えた技や発展

技を行うこと及び

それらを組み合わ

せることができる。 

・技などの自己の課

題を発見し、合理的

な解決に向けて運

動の取り組み方を

工夫するとともに、

自己の考えたこと

を他者に伝えてい

る。 

・器械運動に積極的

に取り組むととも

に、よい演技を認め

ようとすること、仲

間の学習を援助し

ようとすること、一

人一人の違いに応

じた課題や挑戦を

認めようとするこ

となどをしたり、健

康・安全に気を配っ

たりしている。 



球技（６） 

<ゴール型> 

・アルティメット 

 

 

 

 

 

 

 

 

・勝敗を競う楽し

さや喜びを味わ

い、球技の特性や

成り立ち、技術の

名称や行い方、そ

の運動に関連して

高まる体力などを

理解するととも

に、基本的なボー

ルや用具、バット

操作と仲間と連携

した動きで攻防を

展開できるように

する。 

・攻防などの自己

の課題を発見し、

合理的な解決に向

けて運動の取り組

み方を工夫すると

ともに、自己や仲

間の考えたことを

他者に伝えること

ができるようにす

る。 

・球技の学習に積

極的に取り組み、

作戦などについて

の話合いに参加す

ることや一人一人

の違いに応じたプ

レイを認めること

などに意欲をも

ち、健康や安全に

気を配ることがで

きるようにする。 

【知識】 

・球技の特性や成り

立ち、技術の名称や

行い方、その運動に

関連して高まる体

力などについて理

解している。 

【技能】 

<ゴール型> 

・ボール操作と空間

に走り込むなどの

動きによってゴー

ル前での攻防をす

ることができる。 

・攻防などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて

運動の取り組み方

を工夫するととも

に、自己や仲間の考

えたことを他者に

伝えている。 

・球技に積極的に取

り組むとともに、フ

ェアなプレイを守

ろうとすること、作

戦などについての

話合いに参加しよ

うとすること、一人

一人の違いに応じ

たプレイなどを認

めようとすること、

仲間の学習を援助

しようとすること

などをしたり、健

康・安全に気を配っ

たりしている。 

体つくり運動（７） 

・体ほぐしの運動 

・体の動きを高め

る運動 

 

 

 

・体を動かす楽し

さや心地よさを味

わい、体つくり運

動の意義と行い

方、体の動きを高

める方法などを理

解するとともに、 

【知識】 

・体つくり運動の意

義と行い方、体の動

きを高める方法な

どについて理解し

ている。 

 

・自己の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り

組み方を工夫する

とともに、自己や仲

間の考えたことを

他者に伝えている。 

・体つくり運動に積

極的に取り組むと

ともに、仲間の学習

を援助しようとす

ること、一人一人の

違いに応じた動き

などを認めようと



 

 

目的に適した運動

を身に付け、組み

合わせることがで

きるようにする。 

・自己の課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに、自

己や仲間の考えた

ことを他者に伝え

ることができるよ

うにする。 

・体つくり運動の

学習に積極的に取

り組み、仲間の学

習を援助すること

や一人一人の違い

に応じた動きなど

を認めることなど

に意欲をもち、健

康や安全に気を配

ることができるよ

うにする。 

【運動】 

※評価しない 

すること、話合いに

参加しようとする

ことなどをしたり、

健康・安全に気を配

ったりしている。 

７

８

９ 

水泳（１０） 

・クロール 

・平泳ぎ 

・記録の向上や競

争の楽しさや喜び

を味わい、技術の

名称や行い方など

を理解し、泳法を

身に付けることが

できるようにす

る。 

・泳法などの自己

の課題を発見し、

合理的な解決に向

けて運動の取り組

み方を工夫すると

ともに、自己の考

えたことを他者に

伝えることができ

るようにする。 

・水泳の学習に積

【知識】 

・水泳の特性や成り

立ち、技術の名称や

行い方、その運動に

関連して高まる体

力などについて理

解している。 

【技能】 

<クロール> 

・手と足の動き、呼

吸のバランスをと

り速く泳ぐことが

できる。 

<平泳ぎ> 

・手と足の動き、呼

吸のバランスをと

り長く泳ぐことが

できる。 

・泳法などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて

運動の取り組み方

を工夫するととも

に、自己の考えたこ

とを他者に伝えて

いる。 

・水泳に積極的に取

り組むとともに、勝

敗などを認め、ルー

ルやマナーを守ろ

うとすること、分担

した役割を果たそ

うとすること、一人

一人の違いに応じ

た課題や挑戦を認

めようとすること

などをしたり、水泳

の事故防止に関す

る心得を遵守する

など健康・安全に気

を配ったりしてい

る。 



極的に取り組み、

分担した役割を果

たすことや一人一

人の違いに応じた

課題や挑戦を認め

ることなどに意欲

をもち、健康や水

中の安全確保に気

を配ることができ

るようにする。 

体育理論（３） 

・運動やスポーツ

の多様性 

 

・運動やスポーツ

が多様であること

について理解する

ことができるよう

にする。 

・運動やスポーツ

が多様であること

について、課題を

発見し、その解決

を目指して思考し

判断するととも

に、他者に伝える

ことができるよう

にする。 

・運動やスポーツ

が多様であること

についての学習に

積極的に取り組む

ことができるよう

にする。 

【知識】 

・運動やスポーツ

は、体を動かしたり

健康を維持したり

するなどの必要性

及び競い合うこと

や課題を達成する

ことなどの楽しさ

から生みだされ発

展してきたことな

どについて理解し

ている。 

・運動やスポーツに

は、行うこと、見る

こと、支えること及

び知ることなどの

多様な関わり方が

あることなどにつ

いて理解している。 

・世代や機会に応じ

て、生涯にわたって

運動やスポーツを

楽しむためには、自

己に適した多様な

楽しみ方を見付け

たり、工夫したりす

ることが大切であ

ることなどについ

て理解している。 

・運動やスポーツが

多様であることに

ついて、自己の課題

を発見し、よりよい

解決に向けて思考

し判断するととも

に、他者に伝えてい

る。 

・運動やスポーツが

多様であることに

ついての学習に積

極的に取り組もう

としている。 

10 

11 

12 

球技（８） 

<ゴール型> 

・バスケットボール 

※球技同上 

 

 

※球技知識同上 

【技能】 

※ゴール型同上 

※球技同上 

 

 

※球技同上 

 

 



 ・ハンドボール 

<ベースボール型> 

・ソフトボール 

<ベースボール型> 

・基本的なバット操

作と走塁での攻撃、

ボール操作と定位

置での守備などに

よって攻防をする

ことができる。 

武道（８） 

・剣道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技ができる楽し

さや喜びを味わ

い、武道の特性や

成り立ち、技の名

称や行い方、その

運動に関連して高

まる体力などを理

解するとともに、

基本動作や基本と

なる技を用いて簡

易な攻防を展開す

ることができるよ

うにする。 

・攻防などの自己

の課題を発見し、

合理的な解決に向

けて運動の取り組

み方を工夫すると

ともに、自己の考

えたことを他者に

伝えることができ

るようにする。 

・武道の学習に積

極的に取り組み、

相手を尊重し、伝

統的な行動の仕方

を守ろうとするこ

とや一人一人の違

いに応じた課題や

挑戦を認めようと

することなどに意

欲をもち、禁じ技

を用いないなど健

康や安全に気を配

ることができるよ

【知識】 

・武道の特性や成り

立ち、技の名称や行

い方、その運動に関

連して高まる体力

などについて理解

している。 

【技能】 

<剣道> 

・相手の動きに応じ

た基本動作や基本

となる技を用いて、

打ったり受けたり

するなどの簡易な

攻防をすることが

できる。 

・攻防などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて

運動の取り組み方

を工夫するととも

に、自己の考えたこ

とを他者に伝えて

いる。 

・武道に積極的に取

り組むとともに、相

手を尊重し、伝統的

な行動の仕方を守

ろうとすること、分

担した役割を果た

そうとすること、一

人一人の違いに応

じた課題や挑戦を

認めようとするこ

となどをしたり、禁

じ技を用いないな

ど健康・安全に気を

配ったりしている。 



うにする。 

陸上競技（８） 

・長距離走 

※陸上競技同上 【知識】 

※陸上競技同上 

【技能】 

<長距離走> 

・ペースを守って走

ることができる。 

※陸上競技同上 ※陸上競技同上 

１ 

２ 

３ 

球技（２３） 

<ゴール型> 

・サッカー 

・バスケットボール 

<ネット型> 

・バレーボール 

・バドミントン 

※球技同上 【知識】 

※球技同上 

【技能】 

※ゴール型同上 

<ネット型> 

・ボールや用具の操

作と定位置に戻る

などの動きによっ

て空いた場所をめ

ぐる攻防をするこ

とができる。 

※球技同上 ※球技同上 

９

～

12 

保健分野（１６） 

・心身の機能の発

達と心の健康 

 

 

・個人生活におけ

る健康・安全につ

いて理解するとと

もに、基本的な技

能を身に付けるよ

うにする。 

・健康についての

自他の課題を発見

し、よりよい解決

に向けて思考し判

断するとともに、

他者に伝える力を

養う。 

・生涯を通じて心

身の健康の保持増

進を目指し、明る

く豊かな生活を営

む態度を養う。 

【知識】 

・身体には、多くの

器官が発育し、それ

に伴い様々な機能

が発達する時期が

あること。また、発

育・発達の時期やそ

の程度には、個人差

があることを理解

している。 

・思春期には、内分

泌の働きによって

生殖に関わる機能

が成熟すること。ま

た、成熟に伴う変化

に対応した適切な

行動が必要となる

ことを理解してい

る。 

・知的機能、情意機

能、社会性などの精

神機能は、生活経験

などの影響を受け

て発達すること。ま

・心身の機能の発達

と心の健康につい

て、課題を発見し、

その解決に向けて

思考し判断してい

るとともに、それら

を表現している。 

・心身の機能の発達

と心の健康につい

ての学習に自主的

に取り組もうとし

ている。 



た、思春期において

は、自己の認識が深

まり、自己形成がな

されることを理解

している。 

・精神と身体は、相

互に影響を与え、関

わっていること。欲

求やストレスは、心

身に影響を与える

ことがあること。ま

た、心の健康を保つ

には、欲求やストレ

スに適切に対処す

る必要があること

を理解している。

【技能】 

・欲求やストレスに

対処する技能を身

に付けている。 

・健康な生活と疾

病の予防 

 

※同上 【知識】 

・健康は、主体と環

境の相互作用の下

に成り立っている

こと。また、疾病は、

主体の要因と環境

の要因が関わり合

って発生すること

を理解している。 

・健康の保持増進に

は、年齢、生活環境

等に応じた運動、食

事、休養及び睡眠の

調和のとれた生活

を続ける必要があ

ることを理解して

いる。 

・健康な生活と疾病

の予防について、課

題を発見し、その解

決に向けて思考し

判断しているとと

もに、それらを表現

している。 

・健康な生活と疾病

の予防についての

学習に自主的に取

り組もうとしてい

る。 

 

 


